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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、周囲環境の個別性や多様な利用者・利用状況に応じて、自ら機能を適応・創成す

る人工物システムの設計論、すなわち、「育てる設計論」の構築を目標としている。異分野の

融合を目指した新しい組織作りにも力を注いでおり、学術創成研究費としてふさわしい研究成

果を挙げつつあると評価できる。 

今後の一層の独創的な研究の展開に期待するとともに、体系的な形で研究成果を構成して、

提示することに努めてほしい。 

 

【平成２４年度 検証結果】 

検証結果 本研究は、ヒトや生体のような自律的主体の「多様性の生成と選択」の機構を

「記号過程」に求め、人がシステムを育てる相互主導性を担保できるシステムの

設計論、すなわち、「育てる設計論」として確立することを目指したものである。

記号の生成・利用のダイナミズムの観点から、生体細胞から環境適応機械（ロ

ボット）、社会組織に亘る様々なレベルにおける適応システムの同型性を見出し、

個々のシステム要素が外部・内部の物理的環境との相互作用を介して機能が形成

される一般的過程について追求した。その結果、目的をもって生きる存在として

の自律的な主体（人・ロボット・細胞）が、他者主体を含む環境との相互作用を

通して、意味の世界を創出して伝達する、という仕組み（記号過程）を解明する

ことができた。これは学術創成研究費として相応しい研究成果を挙げたと十分評

価されるが、「育てる設計論」の「確立」については今後に大いに期待するところ

である。 

Ａ 

 

 


